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概 要 :















域 (発散温度より十分高い温度 )では良いが,低温領域 (発散温度近傍以下 )では正 しい結果
を与えない｡これに対 し,一重項基底状態に対するY｡sid｡理論6)が提出され, OKでの帯磁








Dはバンド巾,Joは S-dモデルの裸の結合定数であり,伝導電子の状態密度を,今 p -1と
した｡




b)彼らは帯磁率の最強発散項のみを計算 し,第 2発散項以下は計算 していない｡
それ故,5-1/2に対 して帯磁率を第 2発散項まで計算 して, OKでの異常性の有無を調べ
ることは興味のあることである｡








り, OK近傍での帯磁率は, x-Tα, α-2.0161となる｡ この結果は,T-Oの暗,帯磁
率がOに行 くことを示 している｡又, 2次のくりこみでは α-3である｡ OKで有限な帯磁率




ドに対するものは, S-d モデルのほとんどの文献でとられているものである 10)｡これらの
選択は単純なものであり,かつ, 自然なものである｡





p(E)-一定とおくのに対 し,Wllsonのものは一次元的,すなわち, p(E)～ 了 1/2である.
-124-
近藤効果の3次U)くりこみと帯磁率















の擬 フェルミオンのものであ り, Sは局在スピンである｡
自由な伝導電子及び自由な凝フェルミオンの, OKで,運動量空間で書かれた伝播関数は,
それぞれ




である｡ここで, ∂は正の無限小の定数であり, 90(a,)は過去から未来の方向-のみ, 運動
することができる｡この go(a))は,はじめNakajimall)によって用いられたものである｡
cut-offエネルギーD,擬フェルミオンのくりこまれた伝播関数 9(a,),くりこまれたバー







d(DTJ o)-ZZ(DQ')a(Z, , J,(DJ IJo))I







J,(芸′･ J o)--Z; 1(芸′ )Z2(D-′) J.
- a (芸･ - J .) r (芸･ -I . ) J .
- d (芸′･ J,(DP′ - J .) ) γ (芸′ , J ,(芸′,- J . ) )
I
xJ,(芸′, -J.)… J i｡V (2-9)
ここで ノ川V.は不変結合定数と云われ,又,伝導電子の伝播関数のくりこみを無視 した. 規
格化条件は, dと再こ対 してではなく, Z2 とZ;1に対 して与えられるOすなわち, zZ(1)-
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- 1+言 .n芸 J 吉+ 3 [ln2芸-21n芸 ] J 三
次に,バーテックス関数を計算する｡バーテックス関数は 3次までで











で定義 され, ∫(1)-- で与えられる｡
12
図 3(a)に示されたダイアグラムの寄与は図 3(b)に示されたダイアグラムの寄与に, 5-
1/2に対 して, 符号を除いて等 しい｡それ故,これらのダイヤグラムの和は0である｡一次




r(4)n｡n｡a,｡u｡再 )ニ ー 4(a･S).n2芸J40
+4(ln2-4)(o･S)lnDeJo4
今, (2-5),(2-13),(2-14)と(2-15)の各式を用いて, r(a))を
㍗(W)-1+21n石 J .･ 4.n2芸 J .2･吉 ln芸 J 喜+ 8.n3芸 J o3
a)




















を与えた. (2-18)式の右辺の第 3項は,S-1/2に対 して, (2-17)式のものと一致 しな
い.彼らの結果は,次のような意味で明らかではない｡彼らが,一般のバーテックスと状態密
度の形 として,何を選んだかについて,何も述べられていない｡一般のバーテックスと状態密
度の形は, Lie方程式の右辺の第 3項に影響する｡ (§4参照 )
方程式 (2-17)(我々の結果 )は,不変結合定数の固定点を0.5670と与える｡ 一方,方
程式 (2-18)(AbrikosovandMigdalの結果 )は,S-1/2に対 して, 0.5744を与えるO
§3 帯磁率と近藤温度
この節において, AbrikosovandMigda12)の方法を用いることによって, 2次までの擬 フ





ここで, 9,㌔ ･Bs及びHは,それぞれ, g因子,ボーア因子,ブリリアン関数及び外部磁
場である｡ γS とdは, それぞれ,Sz(不純物スピンのZ一成分 )をもったバーテックス及び
擬フェルミオンの伝播関数のくりこみ部分である｡又,我々はボルツマン定数をkl3-1ととっ












図 4 擬 フェルミオン磁気モーメントの計算に
使われるダイアグラム
から計算 される｡磁気モーメントの非摂動項は, ダイアグラム図 4(a)から計算 される｡ 〟 ′
に対するLie方程式は
∂
両 InM′ (f･J o)-Fs(S･J*)+Fl(S,J*)
∂ ∂












れぞれ計算 されるOそこで, rsとdは図5と表 1(a)と(h)に示 されたダイアグラムから計
算 される. rsとdを次のように計算する｡
･ -1･吉JZln三･Jo3.n2工s D
d- 1+言 Jo21n芸+ 3 J g(.n2芸-2ln芸 )
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もし,固定点の値 としてAbrikosovandMigdalの結果 (5-1/2に対 して0.5744)を用いる
と,αは α-2.2292となる｡
2次のくりこみにおける指数は,次のように得られる｡2次のくりこみでの固定点 ノ串の値

























式 (3-14)を式 (3-13)と比較すると,次のことがわかる｡VVilsonの結果で,変形 された
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cut-of 方がDでおきかえられると,式 (3-13)と(3-14)の最強発散項は互いに等 しくな





TK～Dexp[1/2Jo+盲 1nlJo廿 川 o廿 - ] (3-15)
b～0.9233
ここで,近藤温度において,指数関数の前の係数は決めることができない｡もし,Abrikosov
andMigda12)の結果 (式 (2-18))を用いると, bは ム～018949で与えられる. 一方,
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